




A study of introducing “民踊” (Japanese Traditional Dance)
 into the curriculum of school
—from an analysis of “the Courses of Study issued by the Ministry  
of Education ” of education reform period in postwar days—
菱田　隆昭1）・岩川　眞紀2）
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を馳せた時期としている 35）。1943（昭和 18）年 4 月に東
京女子高等師範学校研究科へ進学、1945（昭和 20）年 9
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 1） 文化芸術振興基本法（平成 13 年法律第 148 号）（平成 13























































































研究』11 巻 1 号、比較舞踊学会、2005 年）1～10 頁。
23） 高津勝「民衆スポーツ史の可能性：伝統と近代を問う」



































  ・ それぞれの踊り方の特徴をとらえ、構成された基本的
な踊り方を身に付けて踊ること。























40） 第 1 回聞き取り調査（2011 年 2 月 18 日 14：00～16：30、
於松本氏自宅、聞き手：岩川眞紀・菱田隆昭）、第2回聞
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BULLETIN OF HOSEN COLLEGE OF CHILDHOOD EDUCATION Vol. 3  (Mar. 2012)
をもって、自分の時間と松本さんの時間とどんなに眼の
輝きが違うかみにきていたんだ” って、“ああ、そうなら
さきに仰ってくだされば、もっと一生懸命やったのに” 
と私は言いました。確かに私の時間はみんなが眼を輝か
して活動してくれたので、そういう違いは、あったと、
思っています。
………〔　後略　〕………
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